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第2回　公開講演会
「ドイツにおける環境にやさしい建築」
Uber　umweltfreundliches　Bauen　in　Deutschland
　　ウルフ・マイヤー氏
ジビレ・ファネルザ女史
背景として：
　講演の題目はドイツ語で“Vber　umweltfreundliches　Bauen　in　Deutschland”ということで、「ド
イツにおける環境にやさしい建築」と訳しておりますが、”freundlich”という言葉は、そもそも「友
好的な」という意味ですcですから「環境にやさしい」ということよりもv「環境と友達であるよう
な」というようなことを意味しますc
　ドイツと日本はともに工業化されており、人口が密集し、石油資源の多くを他国に依存するという
共通点を持っています。しかし、ドイツにはグリーン党という環境政策に力点を置く政党もあること
から、環境にやさしい建築物に関する技術は、日本に比べて非常に進歩しています。
　ドイツではエネルギー消費の大部分（約60％）が、建物の冷暖房や自動車燃料などの為に使用され
ています．建築物や都市の建物などはエネルギーを節約する為の重要な要因です、
　バソクミンスター・フラーとも交流のあったノーマン・フォスターのような著名な建築家のスタイ
ルである「技術Technik」と「生物学Biologie」の融合としての「ビオニークBionik」という概念
があります。この概念は1970年代以降の「自然に帰れ」というエネルギー節減へ向けられた運動
において生じたと考えられています，ただしこの考え方は、「技術を捨てて自然に帰る」ことを意味
しているのではなく、「科学技術とともに自然から学んだものを現実に適応していく」ということを
意味しています。
　この「ビオニーク」という概念の根幹には、「自然は最高のデザイナーである」という考え方があ
ります。例えば葉の一枚枚は、同一の機能の葉でありながら、それぞれ異なった形をしている、と
いう点においてそうなのです，
　環境的にやさしい建築ということは、確かに通常より費用が高価になります。しかも、エネルギー
はドイツで非常に厳しく課税されます，環境にやさしい建築というのは、最初たしかにポピュラーで
はありませんが、しかしエネルギー経費という点に関してより高い投資性を維持することができるの
で、環境にやさしい建築というのは、経済的にも重要になってくるでしょう。
次の3つの事例を挙げて、具体的に「自然にやさしい」建築に関して考えていきたいと思います．
1．　mンドンのノーマン・フォスター卿によるベルリン自由大学の新しい図書館
2．建築家ザウバーブルソフ氏とヒュッテン女史によるベルリンGSW’Hochhaus
3．クリストフ・インゲンホーフェン氏の建築（ジビレ・ファネルザ女史による講義）
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1．ロンドンのノーマン・フォスター卿によるベルリン自由大学の新しい図書館
　脳と図書館とが持つ共通性，両者とも、知識を記憶する場であるだけではなく、知と知
との間の結合が常に生じるような場でもあるのです、図書館には、従って、脳の象徴的な
形態がもたせてあります，しかし、この形はまた、実際的な役割も担っているのです、外
見だけではなく、内側も重要な意味をもっています，っまり、この内側には脳と同じよう
にヒダがつくってあり、さらに半分に割れるという形になっています。このことにより、
脳の表面積と同様に狭い表面積で最も大きいボリュームを提供する形になっているのです，
そしてこのヒダの部分に学生達が座って勉強をする机のスへ一スがあるのです，
　その外側の形態も脳のように作ってあります，この図書館は2枚の層からなる外壁をも
っています。その中に空間が作られており、下の方から空気が入ってきて、二重の壁の間
を通って、上部からその空気が抜けるという構造になっています。即ち図書館のすぐ外側
を外気が循環する構造になっているのです．このような構造にすることによって、空調設
備にかかるエネルギー消費を押さえることが出来るようになります。またこの図書館の外
壁の内側には布が張ってあります。この布張りには外からの光を適度に和らげ、遮断する
というような効果を持たせてありますt：建物から冷暖房を除く、ということには二つの側
面があります、一方では費用の面であり、エネルギー消費を押さえることが出来るように
なります。もう一っは健康の面ですL長期間使用している冷暖房の設備には、細菌やバク
テリヤなどの病原体が発生してしまい、建物からくる特有の病状が利用者を悩ませること
になります。冷暖房なしでやっていくということは技術的には非常に難しいことですが、
実際には非常に簡単な原理を使っています。外壁の下の方から入ってきた空気が、建物の
内壁を通ることにより暖まって上に流れていくのですが、その時に建物の内部に溜まった
汚れた空気まで一緒に運んでいくようになっています。そういった技術がここでは用いら
れているのです。自然の光は余計な熱をもたらしませんし、費用もかかりません。自然の
光は、さらに内側から布を張ることによって柔らかい光になるのです。
2．建築家ザウバーブルッフ氏とフッテン女史によるべ・レリンのGSW－Hochhaus
　こ番目の事例はベルリンにある大きなマンションのような建物です。この建物は建築家
のザウバーブルッフ氏とフッテン女史の夫婦が設計したものです。
　この建物はおそらく世界で最初の、「環境にやさしい」冷暖房を使用していない高層ビル
でしょう、何故、冷暖房を断念することが難しいかと言えば、建物の上部では非常に強い
風が吹いており、窓の開閉をして空気の調整をすることが出来ないからです。高層ビルで
冷暖房を外すということは非常に難しいことなのです、たいていの高層ビルでは、外気と
の接触を遮断し、冷暖房を使用し続けることで室内環境を維持していますが、そのことに
よって、費用のかさむ建物になってしまうのです。ですから技術者は冷暖房を除く為に、
多くの技術を活用しなくてはなりませんでした。そのうちの技術の一っをこの建物におい
て観ることが出来iます。
　50年代の低層の建物が一つ独立して建っていますが、それに付属する様な形で6，7年
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前に出来た高層の建物が建っています。これが今回取り上げる建物になります，
　この高層の建物は西側が二重の壁の構造になっています。原理的には前に示したものと
同じなので、建物の外壁の下部から空気が入って、この二重の壁の中を通ることによって
空気が暖められ、上部から出て行くことになります。建物の最上部には、ヨットの帆のよ
うなものが付いています。その構造は飛行機の羽根のような形になっています．そしてこ
の部分に風が通ると、風につられて下から上がっていく空気がより早い流れとなって、外
に出るようになります．これは「煙突効果」というもので、煙突のように空気が下から上へ
と上がっていくことを意味します、この外壁の二層構造の間には3－・－4㍍の幅が空けてあり、
この隙間には外光を調整する機能＝パネルが設けてあります、このパネルの色彩のデザイ
ンをフッテン女史が担当しています．外光を調整するこのパネルは、上下左右に調整する
ことが出来るようになっています。ですからこの建物の中で働く人の要請に応じて、その
都度室内の空気を入れ替えたりする為にパネルを動かし、その都度この建物の外壁の色彩
も変化していくことになります。ですから建物の外観はテレビ画像に例えられたりします。
またこの建物の幅は非常に狭く造られています。その為各フロアにはそれぞれ／ブロック
のオフィスしかありません，フロアには一本の廊下とその片側にあるオフィスしかないの
です。その為建物のフロアを横切る空気の流れは非常に効果的になります。廊下を隔てて
壁が2重にも3重にもなっていたりすると空調の具合も非常に効率の悪いものになってし
まうからです．
　このように1フロアに1つのオフィスしか入っていませんから、経済的に見ると非常に
高くっくように思われるかもしれませんcしかし長期的に見た場合には、エネルギーの観
点から早く償還できる様になっています。そしてその後には経済的な建物になります、
3．クリストフ・インゲン氏による構造（ジビレ・ファネルザ女史による講義）
　インゲンホーフェン氏はドイツ人建築家として世界的にも有名ですが、とりわけ日本で
非常に有名になった建築家でしょう，ただし日本では約100年前、大蔵省の建物を建てて
以来、ドイツ人建築家の立てた建築はあまり有名ではなくなってしまいました。
　「自然から学ぶ」ということは単に自然の形象から学ぶということだけではなく、自然
の原理や法則性から学ぶという観点もあります。例えば、「魚のえら」というのは呼吸に活
用されているのですが、この「魚のえら」に用いられている原理や、蓮の葉っぱの表面に
出来る水泡に観られる原理、そういったことを活用することも考えられています。私達に
とっての課題は、この地球上の自然を出来るだけ長く保って、環境にやさしい、環境とと
もに住めるような、そういった建築を構築することになるでしょう。
　インゲンホーフェン氏の建築中のデザインは、新鮮な空気で、まるで家に居るときのよ
うにゆったりとして仕事ができるようなになっています。
　ガラス張りの二重の外壁を持つ建物における空調にとって非常に重要な部分が、「魚の
頭」と呼ばれる部分であり、それによって一つ一つのガラスが別々に稼働しつつ、空気の
入れ替えが出来るようになっていますc
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　フランクフルト空港も彼が設計した建築です。空港は外気も悪く、騒音も多い、そうい
った劣悪な環境にあり、「環境にやさしく1造るには非常に困難な環境におかれていました。
ここの建物は二重の外壁構造を持っていませんが、それぞれの窓が稼働し、寒暖の空気が
混ざり合い、寒暖の差が程よく保たれるように出来ています，屋根の構造は、雨が入らず、
しかも空気の入れ替えが出来るような特殊な作りになっています。
　インゲンホーフェン氏は現在大阪で新しい建物を建築中で、
っ建物になっています、2008年には竣工予定ということです、
この建物は二重の外壁を持
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Vortrag　von　Ulf　Meyer　an　der　Toyo　Universitat　in　Tokio
Uber　umweltfreundliches　Bauen　in　Deutschland
Danke　fUr　die　Einladung．　In　Deutschland　diskutiert　man　gerne，　also　bitte　fragen　Sie！
Hintergrund；
　　　　　　　　Die　Natur　ist　der　beste　Designer／Ingenieur，　trotzdem　gibt　es　in　der　Natur
keine　perfekte　Form，　Zum　Beispiell　Jedes　Blatt　hat　eine　etwas　andere　Form．Bionik　ist
die　Lehre，　von　der　Natur　zu　lehren，
　　　　　　　　Deutschland　und　Japan　haben　Ahnlichkeiten：Beides　sirld　Lander，　die　dicht
besiedelt，　hoch　industrialisiert　sind　und　vom　Ol－Import　abhangig　sind．
　　　　　　　Deutschland　wurde（bis　vor　kurzem）von　der　GR（）NEN　Partei（mit－）regiert，
die　umweltfreundliche　Bauweisen（und　regenerative　Energien）besonders　f6rdert．　Ein
GroBteil（Uber　60％）des　Energieverbrauchs　in　Deutschland　wird　fUr　Ktihlung　und
Heizung　von　Geb艮uden　und　privatem　Autoverkehr　verbraucht：Architektur　und
Stadtebau　sind　also　wicht輌ge　Faktoren　beim　Energiesparen．
　　　　　　　In　den　70er　Jahren，　als　die　umweltfreundliche　Bauweisen　aufkamen，
versuchten　die　meisten　umweltbewussten　Architekten　es　mit　Oko－Bauweisen（zum
Beispiel　Holz－und　Lehmbau）．　Das　hat　sich　geandert；Heute　ist　es　kein　Widerspruch，
mit　HITECH－Methoden　umweltfreundlich　zu　bauen．
　　　　　　　Umweltfreundlich　zu　bauen，　ist　meist　teuer．　Energie　wird　in　Deutschland
aber　sehr　stark　besteuert．　Das　ist　zwar　zunachst　unpopular，　aber　damit　soll　es　auch
6konomisch　sinnvoll　werden，　umweltfreundlich　zu　bauen，　weil　man　die　h6heren
Investitionen　beim　Bau　Uber　die　Energierechnung　wieder　einsparen　kann，
3Beispiel：
1．　Die　neue　Bibliothek　von　Sir　Norman　Foster　aus　London　fUr　die　Freie　Universitat
　　　Berlin．
2．Das　GSW－Hochhaus　in　Berlin　von　den　Architekten　Sauerbruch　und　Hutten．
3．　Architektur　von　Christoph　Ingenhoven（Vortrag　Frau　Sibylle　Fanelsa）．
1．　Die　neue　Bibliothek　von　Sir　Norman　Foster　aus　London　fUr　die　Freie　Universit．tit
　　　Berlin，
　　　Ein　Gehirn　und　eine　Bibliothek　haben　etwas　gemeinsam；Beide　sind　nicht　nur　der
Ort　der　Wissensspeicherung　sondern　auch　der　Ort，　wo　neue　VernUpfungen　zwichen
Fakten　passieren，　Die　Bibliothek　hat　also　die　symbolische　Form　eines　Gehirns．　Diese
Form　hat　aber　auch　einen　praktischen　Sinn；Eine（Halb－）Kugel　ist　die　Form，　die　bei
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geringster　Oberflache　den　gr6Bten　Rauminhalt　bietet，
　　　Wie　das　Gehirn　auch，　hat　die　Bibliothek　eine　Fassade　aus　zwei　Schichten：Die
innere　dient　dazu，　das　Licht　gleichmassig　zu　filtern，　ohne　zu　blenden，　die　zweite，
aussere　besteht　aus　vier　verschiedenen　Elementen：Offenen　und　geschlossenen
Glaselementen　und　offenen　und　geschlossenen　Aluminium－Paneelen，　Zwichen　beiden
Schichten　zirkuliert　die　Luft　ohne　mechanischen　Antrieb：Sie　kan　unten　einstr6men
und　oben　entweichen．
　　　Wie　in　einem　Gehirn　auch，　sind　die　Leseplatze　der　Studenten　in　AusstUlpungen
angeordnet，　weil　dies　die　Form　ist，　die　die　grosste　Oberflache　bietet．
2．Das　GSW－Hochhaus　in　Berlin　von　den　Architekten　Sauerbruch　und　Hutten．
　　　Das　Haus　nimmt　in　Anspruch，　das　erste　umweltfreundliche　Hochhaus　zu　sein．
Normalerweise　sind　Hochhtiuser　aber　umwelzfreundlich．　In　den　oberen　Geschossen　ist
der　Winddruck　so　stark，　da6　man　die　Fenster　nicht　offnen　kann．　Deshalb　mUssen
Hochhtiuser　versehlossen　und　klimatisert　werden．　Zeitgen6ssische　Architekten
m6chten　weg　von　der　Klimaanlage：Sie　verbraucht　viel　Energie　und　ist　ungesund
（SICK　BILDUNG　SYNDROME）．
　　　Mit　einer　doppelten　Fassade　war　es　m6glich，　auch　im　Hochhaus　die　Fenster（innen）
zuδffnen．　Das　ist　nicht　der　einzige　Grund：Zwischen　beiden　Fassade　entsteht　ein
naturlicher　KAMIN－EFFEKT：Die　kalte　Luft　dringt　unten　ein　und　steigt　auf，　wahrend
sie　sich　erwarmt，　ohne　machanischen　Antrieb，　Sie　saugt　dabei　die　verbrauchte　Luft
aus　den　BUros　mit　nach　oben．　Auf　dem　Dach　gibt　es　ein　Segel，　das　dazu　dient，　die
Windgescheindigkeit　noch　zu　erhoben．　Zwischen　beiden　Fassaden　gibt　es
Sonnenschutzelemente　aus　perforiertem　Blech，　das　jeder　BUroarbeiter　nach　eigenem
Wunsch　vor　die　Fassade　fahren　kann．　Auch　der　Winkel　la6t　sich　einstellen．　Das
Gebaude　ist　nur　einen　Raum（und　einen　Flur）tief、　Dasist　zwar　umwirtschaftlich，　aber
erlabt　es，　daB　das　Gebtiude　naturlich　quergelUftet　werden　kann．
3．　Architektur　von　Christoph　Ingenhoven（Vortrag　Frau　Sibylle　Fanelsa）．
